
資
料
紹
介

滋
賀
県
野
洲
郡
祇
王
村
宮
山
古
墳
発
掘
概
報

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
金
　
関
　
　
恕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
野
出
　
　
節

　
こ
の
調
査
ほ
滋
賀
県
文
化
財
保
護
委
員
会
の
委
嘱
に
よ
り
梅
原
教
授
を
調
査

主
任
と
し
て
樋
口
講
師
発
掘
担
当
の
下
に
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　
所
在
地
　
滋
賀
県
野
洲
郡
卑
賎
村
大
字
辻
町
小
字
阿
部
子
俗
称
宮
山
。

　
調
査
期
間
　
一
九
五
三
年
ご
月
十
八
臼
よ
り
三
月
五
旺
ま
で
。

　
調
査
者
　
樋
口
隆
康
、
金
関
恕
、
小
野
山
節

　
東
海
道
本
線
野
洲
駅
の
東
北
、
三
上
山
か
ら
東
に
連
な
る
丘
陵
が
湖
東
平
野

と
接
す
る
と
こ
ろ
に
小
篠
原
古
墳
群
が
あ
る
。
こ
の
古
墳
群
の
一
つ
と
見
ら
れ
、

そ
の
東
端
に
位
置
し
て
い
る
宮
山
古
墳
は
一
九
五
二
年
九
月
十
臼
国
道
八
号
線

開
墾
工
事
申
に
発
見
さ
れ
た
。
そ
の
際
馬
入
に
よ
っ
て
土
器
数
点
が
持
ち
だ
さ

れ
た
が
、
そ
れ
ら
は
辻
町
西
福
寺
に
保
管
さ
れ
て
い
た
。

　
張
り
だ
し
た
丘
陵
突
端
の
頂
部
に
設
け
ら
れ
た
こ
の
古
墳
は
、
前
記
工
事
申

ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
に
よ
っ
て
、
そ
の
封
土
の
一
部
を
削
ら
れ
た
た
め
に
原
形
を
残

し
て
い
な
い
が
、
円
墳
で
あ
っ
た
こ
と
は
疑
い
え
な
い
。

　
　
　
　
　
資
　
料
　
紹
　
介

　
ほ
ぼ
西
向
き
の
横
穴
式
石
室
は
、
全
長
九
米
、
羨
道
の
長
さ
四
米
、
幅
一
・

六
米
、
高
さ
一
・
五
米
、
玄
室
の
幅
二
・
二
米
、
高
さ
二
・
八
米
で
、
片
袖
式

で
あ
る
（
第
二
図
）
。

　
作
業
開
始
当
時
、
石
室
は
厚
さ
陣
屋
〇
糎
の
土
砂
で
覆
わ
れ
、
玄
室
の
奥
壁

に
近
い
部
分
に
二
つ
の
箱
式
石
棺
1
－
北
石
棺
、
南
石
棺
と
呼
ぶ
一
が
、
石

箋
の
主
軸
と
平
行
に
据
え
ら
れ
て
お
り
、
南
石
棺
の
蓋
石
は
、
は
ず
さ
れ
て
、

石
室
南
側
壁
に
立
て
か
け
ら
れ
て
い
た
。

　
石
室
内
の
土
砂
を
除
き
、
石
室
前
面
を
整
理
し
た
結
果
、
こ
の
石
室
は
聞
仕

翅
石
に
よ
っ
て
羨
道
と
暑
湿
と
が
仕
切
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
壁
は
花
母
岩
を
含

む
比
較
的
大
き
な
石
の
聞
に
小
石
を
挑
ん
で
、
ほ
ぼ
垂
直
に
積
み
あ
げ
ら
れ
て

い
る
こ
と
（
第
一
図
及
び
第
三
図
）
、
　
大
枚
の
石
を
横
に
並
べ
て
作
ら
れ
た
天

井
は
、
羨
道
入
口
に
近
づ
く
に
つ
れ
て
低
く
な
っ
て
い
る
こ
と
、
羨
道
の
床
は
、

入
口
の
部
分
が
高
く
、
聞
仕
切
石
に
い
た
る
ま
で
漸
次
低
く
な
っ
て
お
り
、
玄

室
の
床
は
そ
の
間
仕
切
石
の
厚
さ
だ
け
一
段
さ
が
り
、
ほ
ぼ
水
平
な
面
の
上
に

票
石
が
敷
か
れ
て
み
る
こ
と
、
石
釜
入
口
の
封
土
の
断
面
が
示
す
よ
う
に
、
こ

の
石
室
が
地
山
を
掘
り
こ
ん
で
構
築
さ
れ
、
そ
れ
に
封
土
が
盛
ら
れ
て
い
る
こ

と
（
第
四
図
）
等
を
知
り
え
た
の
で
あ
る
。

　
北
石
棺
は
、
よ
り
奥
壁
に
近
く
、
北
側
壁
に
接
し
て
い
る
、
棺
の
内
法
、
長

さ
一
一
〇
糎
、
幅
三
五
糎
、
高
さ
ほ
ぼ
一
五
糎
、
部
厚
い
花
嵩
岩
の
板
石
を
組

み
あ
わ
ぜ
て
作
ら
れ
、
底
に
は
板
石
と
集
石
と
が
敷
か
れ
て
い
る
。
こ
の
最
寄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
三

（　183　）



資
料
　
紹
　
還

り
に
微
か
に
朱
の
痕
跡
が
認
め
ら
れ
た
。
棺
内
遺
物
は
二
個
の
ガ
ラ
ス
製
小
玉

の
み
．
、
こ
の
棺
の
黒
石
に
あ
た
る
も
の
は
明
ら
か
で
な
い
。
南
石
棺
は
こ
れ
と

六
〇
糎
距
っ
て
置
か
れ
、
内
法
、
長
さ
一
五
〇
糎
、
幅
三
七
糎
、
高
さ
二
五
糎
、

粘
板
岩
系
の
比
較
的
硬
い
、
厚
さ
ほ
一
一
〇
糎
の
板
石
を
組
み
あ
わ
せ
て
作
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぶ
　
よ
う

れ
て
い
る
。
底
は
板
石
敷
き
で
、
邸
内
遺
物
は
申
央
附
近
に
見
出
し
た
歩
揺
の

蔦
足
と
考
え
ら
れ
る
針
金
を
よ
じ
っ
た
も
の
だ
け
で
あ
っ
た
。
こ
の
棺
の
蓋
石
と

二
枚
の
側
石
と
は
、
棺
と
石
箋
南
側
壁
と
の
間
に
置
か
れ
て
い
た
。
こ
れ
ら
二

つ
の
石
棺
は
と
も
に
地
山
の
上
に
直
接
据
え
ら
れ
て
い
る
。

　
棺
外
に
つ
い
て
は
、
二
つ
の
石
棺
の
聞
か
ら
四
壁
の
下
に
か
け
て
、
多
く
の

　
　
　
こ
ぎ
ね

捷
甲
の
小
札
が
散
乱
し
、
そ
れ
と
玉
も
に
二
三
の
鉄
鎌
、
鉄
製
鍛
具
、
多
数
の

ガ
ラ
ス
製
帖
小
玉
が
見
出
さ
れ
た
（
第
二
図
A
）
。
な
お
、
童
ハ
壁
躍
二
二
に
あ
っ
た
鉄

製
鉾
先
が
、
南
石
棺
と
石
室
南
側
壁
と
の
聞
で
見
出
さ
れ
た
鉄
製
醇
と
向
き
を

等
し
く
し
て
い
る
と
い
5
理
由
か
ら
、
一
組
の
も
の
と
見
ら
れ
る
な
ら
ば
、
こ

の
柄
の
長
さ
は
二
米
前
後
で
あ
る
こ
と
が
蜘
ら
れ
る
。
二
つ
の
石
棺
の
闇
に
は
、

ほ
か
に
二
本
の
鉾
先
と
一
振
の
刀
が
不
規
則
に
置
か
れ
、
玄
室
中
央
附
近
か
ら

は
さ
ら
に
號
珀
玉
が
一
個
見
出
さ
れ
た
。

　
玄
室
中
央
よ
り
北
西
に
あ
た
る
部
分
に
は
相
当
広
い
範
囲
に
わ
た
っ
て
腐
蝕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
ゴ
す

し
た
木
材
の
痕
跡
が
見
ら
れ
、
　
こ
れ
に
接
し
て
二
個
の
鎚
が
あ
り
、
木
片
上

、
に
遺
物
は
な
か
っ
た
が
、
こ
れ
は
木
棺
で
あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
（
第
二
図
B
）
。

玄
室
入
口
の
北
側
、
す
な
わ
ち
石
室
の
袖
の
入
り
こ
み
部
（
第
二
図
C
）
か
ら
、

八
四

　
　
　
　
　
　
　
き
う

須
恵
器
の
高
杯
三
、
確
一
、
破
片
数
点
、
玄
室
入
口
濫
訴
部
か
ら
高
杯
一
、
問

仕
切
石
中
央
齢
か
ら
壷
一
、
羨
道
北
壁
の
下
か
ら
落
蓋
壷
一
と
こ
の
壷
の
蓋
と

見
ら
れ
る
も
の
、
玄
室
入
口
の
南
側
に
あ
た
る
部
分
か
ら
は
、
鉄
製
兵
庫
鎖
一
、

し
お
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
　
ず

隅
一
、
鉄
製
雲
珠
三
、
等
の
馬
具
類
と
鉄
鍬
、
　
「
く
」
の
字
形
を
し
た
長
さ
約

二
〇
糎
の
青
銅
の
管
、
砥
石
二
個
と
が
見
出
さ
れ
た
（
第
二
図
D
）
。

　
発
掘
し
た
土
器
と
、
こ
の
古
墳
が
発
見
さ
れ
た
際
持
ち
だ
さ
れ
た
も
の
と
を

集
計
す
る
と
、
須
恵
器
は
大
型
器
台
二
、
大
型
壷
二
、
中
型
壷
二
、
二
二
、
高

杯
六
、
土
師
器
は
大
型
壷
一
、
小
型
壷
一
が
数
え
ら
れ
る
。
古
墳
発
見
者
の
説

明
に
よ
っ
て
、
持
ち
だ
さ
れ
た
土
器
類
が
す
べ
て
石
室
の
袖
の
入
り
こ
み
部
に

置
か
れ
て
い
た
こ
と
は
判
っ
た
が
、
こ
れ
ら
の
正
確
な
配
列
を
知
り
え
な
い
の

は
惜
し
ま
れ
る
。

　
な
お
、
こ
の
調
査
に
よ
っ
て
、
棺
内
遺
物
、
奥
壁
の
下
の
遺
物
出
土
状
態
、

洗
入
土
砂
の
状
態
等
か
ら
も
こ
の
古
墳
が
比
較
的
古
い
時
代
に
盗
掘
さ
れ
て
い

る
こ
と
、
ま
た
、
前
述
の
玄
室
内
で
発
見
さ
れ
た
木
材
が
木
棺
で
あ
る
と
し
て

も
、
土
器
類
に
形
式
の
差
が
認
め
ら
れ
な
い
か
ら
、
さ
ほ
ど
年
代
を
重
て
て
合

葬
さ
れ
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
こ
と
が
判
っ
た
。

　
南
石
棺
は
、
現
在
大
津
市
産
業
文
化
館
に
運
ば
れ
て
、
復
原
さ
れ
て
い
る
。

出
土
遣
物
は
す
べ
て
京
都
大
学
考
古
学
研
究
室
で
整
理
中
で
あ
る
．
、

（　184）



八
玉

曜勿踊
勿％

噸
凛

ミ蕊灘一

第一図　　石盤蓬圏〒面および石箋；化倶唾壁

inmssgtwssmp／．
　　　　　z　　獣　fj

　　　　第二図石室平薔

A籍畢尖華B棚　　　D馬具類

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　S，ill／IN

　第四図　石　室　正　面　　　　　　　　　　第三図

　　　　　　　　　　　　　　石室断面および奥壁

　　0　　　1　2　　3　，1　？”
Lmdi－in一一一．　“

一
　
　
類

昌
一
囎
議

（　lsJr　）


